












研究の要約:出産前小児保健指導は、核家族化や氾濫する育児情報、地域連帯意識の希薄

化など大きく変貌した現代の育児環境において、育児不安を軽減させ、乳幼児の健全な発

育を促すことを目的に発足した事業である。しかし、本事業の運営にあたってはしばしば

混乱が見られており、本事業の円滑な運用のためのガイドラインの作成が望まれていた。

今年度は、昨年度に引き続き既に本事業を行っている 11 市町に対してヒアリングやアン

ケート調査を行い問題点を抽出・整理した後、それをもとに、運用方法を中心にしたガイ

ドラインを作成した。このガイドラインの構成は、出産前小児保健指導の目的および事業

成立までの過程、具体的な事業の実施方法、実際の事例からなっている。


